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今回の講義のテーマ

⑧「側性」と⑨「原発部位」を理解する

簡単な項目ですが注意が必要な項目

側性の項目は間違いの多い登録項目です。

ついうっかりの入力間違いや、自施設のカルテ記載間違いから

間違った届出がされることがあります。

同じがんを見ていてもA病院から右、B病院から左の届出があると

本来1個と数えるがんを２個とカウントしてしまいます。

これにより愛媛県のがんの数を正確に把握できなくなります。



⑧側性

1 右側 側性のある臓器において、右側に発生した場合

2 左側 側性のある臓器において、左側に発生した場合

3 両側 卵巣（C56.9）に発生した同じ組織形態の卵巣腫瘍

両側腎癌（C64.9）に発生した腎芽腫（ウィルムス腫：8960/3）

両側網膜（Ｃ69.）に発生した網膜芽細胞腫（9510-9512/3）

の3つ

4 側性なし 側性のない臓器に原発した場合

5 不明 原発部位の側性が不明な場合

原発部位が正中に位置する場合



側性（左右）のある部位



注意ポイント

⚫側性のある臓器は、左右側性（コード1～3、9）を選択する

⚫側性のない臓器は「7側性なし」を選択する

（一覧表にない部位はすべて）

⚫原発部位不明（C80.9）の場合は「7側性なし」を選択する

⚫「3両側」を選択できる部位は3つのみ

左右広範囲に広がった癌の場合、

原発側性がわからない場合は9不明を選択する



今回の講義は以上になります。

お疲れ様でした。
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